
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8/27（日）午前７時から８時まで、「PTA 愛校作業」が
行われました。澤永 PTA 会長をはじめＰＴＡ役員の皆さん
が主導し、保護者のみなさん、子どもたち、職員のみんなで
１時間程汗を流しました。社会体育や他の行事等の都合があ
るからと、予定時刻より早い時間から作業をされていた保護
者の方や子どもたちの姿も多数見られました。夏休みの間、
雑草でいっぱいだった運動場が、見違えるほどきれいになり
ました。気持ちよく 2 学期のスタートができうれしく思いま
した。早速、子どもたちはきれいになった運動場で思いっき
り遊んでいます。大変ありがとうございました。 

令和５年度 竜北西部小学校 第５号 

        文責 校長 服部 正 

学校ＨＰ https://es.higo.ed.jp/ryuhokuw/ 

【随時更新中です。是非ご覧下さい！】 

【学校教育目標】 「やる気・ゆう気・根気！一人ひとりが輝く竜西っ子」～ふるさとを愛し、夢に向かってよりよく生きる児童の育成～ 

 

 

２学期始業式に、「自分の命は、誰のもの？」と題して話を
しました。以前、毎日の一瞬一瞬の積み重ねが命の長さという
話をしましたので、1 年で最も長い学期の始まりにあたり、命
を大切にすることについてみんなで考える機会としました。 
お父さんとお母さんからいただいた「命」は、自分のものだ

けど、自分だけのものじゃないこと。「自分の命を大事にす
る」とは、「やらなくてもいいや」とか「どうせできるわけが
ない」と最初から決めつけてやらないのではなく、いろんなこ
とに挑戦していく姿であることなどを確認しました。 
そして、この 2 学期は、『大好きなこと・やりたいこと』に

「めあて」や「目標」を明らかにして挑戦していくことを確認
しました。例えば、「本をいっぱい読みたい。」「進んで発表で
きるようになりたい。」「やったことのない役割をやる。」「字が
上手にかけるようになりたい。」「英語ですらすら話したい。」
「人にやさしくしたい。」などなど、いろいろありそうです。 
西部小でいうチャレンジとは、「できたか or できなかった」

ではなく、「失敗を恐れずにチャレンジできたか（行動できた
か）」です。このチャレンジが、子どもたちを「なりたい自
分」に導いてくれると考えます。先生や友だちの話をよく聞
き、みんなで協力しながら、『自分の大好き！やりたい！』に
チャレンジする２学期にしてほしいと願っています。 

 
９月になるというのに、毎日３５℃を超える暑い日が続い

ています。登校してきた子どもたちは、すでに汗びっしょり
です。学校では、下記のような酷暑対応をしております。ご
家庭におかれましても、お子さんの体調を見ながら、必要に
応じた酷暑対応をよろしくお願いします。 

・暑さ指数（WBGT）に応じた行動指針の徹底 

・熱中症警戒アラートの活用 

・水筒携行による、こまめな水分補給 

・登下校での日傘の使用 

・プール等における直射日光下での活動時間の制限 

・教室クーラーの積極的な活用  

・汗拭きタオル等の携行 などなど 

「始業式 校長先生のお話」をしっかり聞きました 

「あいさつ運動」＆「朝ボランティア」にさっそく励んでます 

 

運営委員会が主体となって全校で取り組んだ
「あいさつチャレンジ」。どのクラスも、各々の
目標を達成し、たくさんの「ひまわりの花」を
咲かせてくれました。1 学期末に、運営委員会
の児童から、「校長先生、あいさつ運動にもっ
と力が入るように旗を作らせてください！」と
企画書の持ち込みがありました。運営委員会の
児童の熱い思いに胸を打たれ、即ＯＫです！ 
この度、その旗が完成いたしました（←左）。 
児童も先生も、一人ひとりがよりよい学校を

作っていこうとする気運を高めるための貴重な
シンボルとなりました。みんなで 2 学期も一緒
にはりきって頑張りましょう！！ 

気持ちのいい汗を流し、きれいな運動場に生まれ変わりました 

みんなで心をひとつにして… 

保健室前の熱中症情報は随時更新 
（暑さ指数をもとに注意喚起） 

https://es.higo.ed.jp/ryuhokuw/

